
＜対策のポイント＞
新規就業者の確保・育成や林業への就業前の⻘年に対する給付⾦の⽀給等を⾏うとともに、多様な担い⼿の育成に総合的に取り組みます。
あわせて、新たな森林管理システムの円滑な実施に向け、市町村への指導・助⾔を⾏える技術者の養成等に取り組みます。
＜政策⽬標＞
○ 新規就業者の確保（1,200⼈［令和２年度］） ○ 林業労働災害死傷者数（平成29年⽐５％以上減少［令和４年まで］）
○ 林業労働災害死亡者数（平成29年⽐15％以上減少［令和４年まで］）
○ 森林経営管理制度の⽀援を⾏える技術者の育成（１,000⼈［令和５年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
1．森林･林業新規就業⽀援対策 5,210（4,638）百万円
① 「緑の雇⽤」新規就業者育成推進事業 4,666（4,334）百万円
就業ガイダンス及び林業作業⼠（フォレストワーカー）研修（集合研修とOJT
を組み合わせた３年間の体系的な研修）等に必要な経費を⽀援します。

② 緑の⻘年就業準備給付⾦事業 489（272）百万円
林業⼤学校等において、林業への就業に必要な知識・技術等の習得を促進し、

将来的に林業経営をも担い得る有望な⼈材として期待される⻘年を⽀援します。
③ 多様な担い⼿育成事業 55（31）百万円
⾼校⽣や社会⼈が先進的技術を学ぶインターンシップの実施、地域と連携し

た⼥性林業者等の起業活動、林業グループの育成に対する取組等を⽀援します。
2．森林経営管理制度推進事業 58（30）百万円
① 森林経営管理制度の運⽤に当たって、技術・指導⼒を有し、市町村の森林・
林業担当職員を⽀援する技術者を養成します。
② 市町村が森林経営管理制度の運⽤を軌道に乗せることができるよう、全国の知
⾒・ノウハウを集積・分析し、市町村等に提供します。

【令和２年度予算概算要求額 5,268（4,668）百万円】「緑の⼈づくり」総合⽀援対策

就業ガイダンスの開催、トライアル雇⽤（最⼤３ヶ⽉の短期研修）就業ガイダンスの開催、トライアル雇⽤（最⼤３ヶ⽉の短期研修）

⾼校⽣・社会⼈に対するインターンシップ

林業⼤学校等で学ぶ⻘年への給付⾦の⽀給
（最⼤155万円／年・⼈を最⻑２年間⽀給）

１．森林･林業への新規就業の⽀援

就業前

↓

就業後 フォレストワーカー研修（９万円／⽉・⼈等を最⻑８ヶ⽉助成）フォレストワーカー研修（９万円／⽉・⼈等を最⻑８ヶ⽉助成）

林業⼤学校等の取組（外部有識者による研修内容等の評価、林野庁が⽰す
内容の研修実施）に応じた助成⽅法を設定

能⼒評価システムを導⼊していることを新たな優先配分の要件として追加

⼤都市圏で⾏う中央ガイダンス、各地域で⾏うトライアル雇⽤の規模を拡⼤

林業労働安全に資する最新装置を活⽤した研修を新たに実施

２．森林経営管理制度推進事業

地域の森林・林
業⾏政の⽀援体
制を構築森林経営管理制度に関する全国の知⾒・ノ

ウハウを⼀括して集積、分析した上で市町村
等に提供

市町村を指導できる技術者を養成する研修
の実施

［お問い合わせ先］（１の事業）林野庁経営課 （03-3502-8048）
（２の事業）林野庁森林利⽤課（03-6744-2126）

＜事業の流れ＞
⺠間団体等 林業経営体定額定額 (１①の事業)

国
都道府県等 給付対象者

定額定額 (１②の事業)

⺠間団体等委託、定額 (１③の事業)

⺠間団体等
委託

(２の事業)
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